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展
」

を

椎
名
宏

雄
氏

が
、

「

南
宗
燈
史
の

主
張
」

を

鈴

木
哲
雄
氏
が

、

「

禅

宗

燈

史
の

発
展
」

を

田

中
良

昭

氏
が

そ
れ
ぞ

れ

執
筆
し
て

い

る
。

　
つ

ぎ
に

、

初
期
の

禅
語
録
に

つ

い

て

は
、

「

楞
伽

宗
と

東
山

法
門
」

に

つ

い

て

中

川

孝

氏
が
、

「

北
宗

禅
と

南
宗
禅
」

に

つ

い

て

篠
原

寿

雄

氏
が
、

「

牛
頭

宗
と

保
唐
宗
」

に

つ

い

て

平
井

俊

栄
氏

が
、

「

念
仏

禅
と

後
期

北
宗
禅
」

に

つ

い

て

田

中
良
昭

氏
が

そ

れ

ぞ

れ
論
究
し

て

い

る
。

　
さ

ら
に

、

禅
僧
の

偈
頌
に

つ

い

て

は
、

「

修

道
偈
」

に

つ

い

て
田

中
良
昭

氏
と

川
崎
ミ

チ

コ

氏
が

、

「

伝

法
偈
」

に

つ

い

て

石

井

修

道
氏

が
、

「

礼

讃
文
・

塔

文
」

に

つ

い

て

川
崎
ミ

チ

コ

氏
が

、

「

通
俗
詩
類
・

雑

誌
文
類
」

に

つ

い

て

川

崎
ミ

チ
コ

氏
が

そ
れ
ぞ

れ

執

筆
し

て

い

る
。

　
さ

ら
に

、

禅
僧
と

注

抄
と

疑
偽

経

典
に

つ

い

て

は
、

「

経

疏
・

要
抄
」

と

「

疑
偽
経

典
」

に

分

け
て

岡

部
和
雄

氏
が

論
究
し

て

い

る
。

　
さ

ら
に

、

中
国
禅
と

チ

ベ

ッ

ト

仏

教
に

つ

い

て

は
、

「

摩
訶
衍
の

禅
」

に

つ

い

て

山
口

瑞
鳳
氏
が

、

「

敦
惶
出

土
の

チ

ベ

ッ

ト

文
禅

宗
文
献
の

内
容
」

に

つ

い

て

沖
本
克
己
氏
が

、

「

敦
蝗
出

土
の

チ

ベ

ッ

ト

文
禅
宗
文
献
の

性
格
」

に

つ

い

て

木
村
隆
徳
氏

が

そ

れ
ぞ
れ

執
筆
し

て

い

る
。

そ
れ

ぞ
れ
の

詳
し
い

項
目

に

つ

い

て

の

紹
介
は

省
略
す
る

が
、

　一

見、

そ
れ

ぞ

『

天
台
実
相
論
の

研
究
』

（

山
内
）

れ

執
筆
者
に

人
を

得
て

洩
ら

す
と
こ

ろ

が

な
い

。

　
上
に

よ

っ

て

知
ら

れ
る

よ

う
に

、

本

書
は

敦
煌
仏

典
に

関
す
る

そ
れ

ぞ
れ
の

専
門
家
の

研

究
で

あ
り、

し
か

も
最

近
の

研
究

成
果
を

踏
ま

え
た

論
集
で

あ
り

な
が

ら、

読
者
を
し
て

自
か

ら
広
い

視
野
と

高
い

展

望
を

与
え
る

よ

う
に

編
ま

れ
て

い

る
。

そ
の

意
味
に

お
い

て
、

本

書
は

禅
の

側
か

ら
み

た

敦
惶
仏
典
の

綜

合
的
研
究
で

あ
り、

過
去
八

十
年
の

禅
籍
研

究
の

総

括
で

あ
る
と

言
え
よ

う
。

　
と

く
に

、

柳
田

聖
山

氏
の

執
筆
に

か

か

る
「

総
説
」

は
、

「

敦
煌
の

禅
籍
と

矢
吹
慶
輝
」

・

「

敦
煌

本
六

祖

壇

経
の

諸

問
題
」

を

中
心
に

論
じ

た

も

の

で

あ
る

が
、

敦
煌
文
献
が

我
が

国
に

も
た

ら
さ

れ
た

最
初
か

新
田

雅
章
著

『

天
台
実
相
論
の

研
究
』

は

　
じ

　
め
　
に

　
も
う

短
か

い

と

は

言
え

な

く
な
っ

た

私
の
、

天
台

研
究

生
活
の

中
で

、

『

天

台
実
相
論
の

研
究
』

と

い

う

書
名
の

著
述
を

手
に

す
る

の

は
、

こ

れ
で

二

度
目

ら
、

今
日
の

研
究
状
勢
に

い

た

る

ま
で
、

そ

れ
ぞ
れ

の

先
達
の

占
め

る

位
置
と

意
義
と
が

詳
し

く

紹
介
さ

れ、

敦
煌
本
に

占
め

る

禅
宗
文
献
の

意
義
を
一

望
の

も
と
に

展
望
さ
せ

る

も
の

と
し
て

有
益
で

あ
り

、

ま

た
興

味
津
々

た
る

も
の

が
あ
る

。

　
筆
者
と
し

て

は
、

本
書
の

大

部
分
の

執
筆
が

本
学

関
係
者
に

よ

っ

て

な
さ

れ
て

い

る

こ

と
に

深
い

喜
び

を
感
じ

る
と
と

も
に

、

本

学
禅
学
陣
の

レ

ベ

ル

の

高

め

ら

れ
た
こ

と

に

敬
意
を
表
し

、

今
後
の
一

層
の

精

進
を

祈
っ

て

や
ま

な
い

。

　
　
（

大
東
出
版
社

、

昭
和
五

十
五

年
十
一

月
二

十

　
　
七

日

発
行

、

七
五

〇
〇
円

、

B5

版、

本
文
四

　
　
六

六

頁）山

内
　

舜

雄

で

あ
る

。

　
一

度
は

、

い

う

ま
で

も
な
く

、

石
津
照
璽
博
士

の

『

天

台
実
相
論
の

研
究
』

で

あ
る

。

こ

の

書
が

終
戦

後
ま

も
な
く

上

梓
さ

れ
た

時
は、

や
つ

と

天
台
学
に

研
究
の

指
標
を

樹
て

た

頃
で
、

紙
質
も
装
本
も
お

粗

二

四
五
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『

天
台
実

相

論
の

研
究
』

（

山

内
）

末
の
一

語
に

尽

き
る

仙
花
紙
の

初
版

本
は

、

今
も
な

お

筐
底
に

あ
る

。

　

石

津
博
士
は

周

知
の

ご

と

く

宗
教
学
の

権
威、

日

本
宗
教
学

会
長
の

頃
、

本
学
の

大

学

院
に

来
ら
れ
た

の

は

記
憶
も
あ
ら
た

な

と

こ

ろ
。

そ

れ
に

し

て

も

『

天

台
実

相
論
の

研
究
』

と

い

う

同
名
の

書
が

、

と

も
に

哲
学

分
野
か

ら

の

研
究
者
に

ょ
っ

て

撰
せ

ら

れ

て

い

る

の

は
、

単
に

奇
縁
と
の

み

云

う
こ

と
は

で

き

な
い

で

あ
ろ

う
。

石

津
博
士
の

同
書
を

見
れ
ば

明

ら

か

な

如
く、

宗
教

哲
学
か

ら
の

ア

ブ

卩

ー

チ

で

あ
る

こ

と
は

論
を

俟
た
な

い

か

ら
、

あ
え
て

両

者
を

哲

学

分
野
と

見
な
し

た
の

で

あ
る

が
、

前
者
が

実
相
論
の

内
容
的
理

解
を

重

点
的
に

こ

こ

ろ

み

る

の

に

対
し

て
、

後
者
は

後
に

詳
し

く

紹
介

す
る
ご

と

く
、

智
顕

の

全
教
学
体

系
の

組
織
的
解
明
に

あ
る

の

で

あ
る
か

ら
、

書
名
の

同
じ

き
を

以
て

両

者
を

比
較
す
る

こ

と

は

い

さ

さ
か

無
理
と
い

う

も
の

で

あ

ろ
う
か

。

　

同
じ

哲
学

分
野
か

ら
の

研
究
と

い

う
の

な
ら

、

私

の

識
る

も
う
一

人
の

畏
敬
す
る

天
台

研
究
者
安
藤
俊

雄
博
士
の

そ
れ
と
は

、

か

な
り

同

質
な
も
の

を

感
ず

る

と
い

う
こ

と

が
で

き
る

。

　

そ
れ
は

後
程、

詳

論
す
る

と
し

て
、

文
献
学

や
書

誌
学
が

あ
た

か

も
研
究
の

大
宗
で

あ
る
か

の

如
き
今

日
、

こ

の

よ

う

な

智
顕
の

思
想
的
体
系
を

哲
学

的
に

究
明

す
る

書
が
公

刊
さ

れ
た
の

は

欣
快

に

堪

え

な

い
。

　
わ
つ

か
一

と

月
ほ

ど

前
の

四

月

中
旬

、

念
願
の

天

台
山

拝
登
を

遂
げ

、

真
覚
寺
に

智
者
大
師
の

舎
利
塔

を

拝
し

た
の

で

あ
る

が
、

わ

れ
な
が

ら

到
ら
ぬ

『

摩

訶

止
観
』

の

講
義
も

、

早
や
二

十

年
に

垂
ん

と

す
る

こ

と

を
想

う
と
、

慚
愧
の

念
に

か

ら

れ

る

と

同

時

に
、

な
に

や
ら

安
堵
ら
し

き

も
の

を

得
た
の

も
事
実

で

あ
る

。

　

折
し

も

新
田

博
士
よ

り

新
著
の

寄
贈
を

受
け
た
の

を

好
縁
と

し

て
、

す
こ

し

く
腰
を

据
え

て

書
評
を
こ

こ

ち

み
て

み

よ

う
。

　

本
書
は
、

著
者
み

つ

か

ら

「

は

し

が

ぎ
」

に

言
う

ご

と

く
、

三

大
部

中
心
の

智
顎
の

教
学
思
想
を

、

そ

れ
ま
で

の

形

成
過

程
に

重
点
を

置
ぎ
つ

つ
、

最
初
期

か
ら

晩
年
へ

と
、

「

い

わ

ゆ
る

実
践

観
と

実

相

観
と

を

軸
に

し

て

ま

と

め
」

た

も
の

で

あ
る

。

　
い

ま
、

そ
の

全
構
成
を

本
書
に

従
っ

て

示
せ

ば
、

先
づ

序
章
「

著
述
と

思

想
の

時
代
的
展

開
」

に

お
い

て
、

「

著
述
の

取
扱
い
」

（

第
一

節
）

方
の

基

本
的

態

度
を

述
べ

、

「

智
頻
の

思
想
形
成
の

時
代

区

分

と

著

述
の

成
立
の

前
後
の

関
係
」

（

第
二

節
）

を

論

定
し

て

い

る
。

本
書
成
立
の

基
本

的
立

場
が

そ
こ

に

論
究

さ

れ
て

い

る
の

は

云

う
ま
で

も
な
い

。

二

四
六

　

第
→

章
は
、

「

初
期
実
相
論
の

体
系
」

と

題
さ

れ

て
、

「
『

次
第
禅
門
』

を

中
心
と
し

て

み
た

初
期
実
相

論
の

体
系
」

（

第
一

節
）

が

説
か

れ
る

。

　

「

智
顎
の

思
索
の

動
向
を
最

初
期
か

ら

時
代
を

追

っ

て

眺
め

な
が

ら、

思
索
の

高
ま

り
の

過
程
を

辿
る

と
い

う
こ

と
」

に

「

方
法
的
関
心
」

を

示
さ

れ
た

著

者
と

し

て

は
、

当
然
と

り

組
ま
ね

ば
な
ら
ぬ

最
初
の

問
題
が

、

『

次
第
禅
門
』

と

後
の

『

摩

訶
止

観
』

と

の

関

係
で

あ

ろ
う
こ

と

は

容
易
に

推
察
が

つ

く
。

著

者
は

「

行
の

体
系
」

（

第
→

項
〉

に

お

い

て

禅
観
体

系
の

構
造
を
か

な
り

詳
し

く
明
か

し
、

「

実
相
」

（

第

二

項
）

に

お

い

て

「

そ
の

内
的

構
造
」

の

解
明
に

力

を

注
い

で

い

る
。

　

そ
し

て

「

初
期
実
相
論
の

体
系
化
を

導
い

た

教
理

的
背
景
」

（

第
三

項
）

に

お

い

て
、

「

『

大
智
度
論
』

と
の

関
係
」

と

「

慧
思
教
学
の

及

ぼ
し

た

影

響
」

を

追
及
し
て

い

る
。

　

『

次

第
禅
門
』

は

大
部
で

あ
り、

そ
の

体
系
的
理

解
は

容
易
で

な
い

が、

通
常
『

智
度
論
』

と

の

関
係

や

慧
思

教
学
の

影

響
な
ど
に

関

す
る

論
攷
の

多
い

の

は

見
る

が

如
く
で

あ
る

。

　
こ

の

点、

著
者
は

、

『

次

第
禅
門
』

の

禅

観
体
系

や、

そ
の

内
的

構
造
の

究
明
に、

多
く
の

紙
幅
と

努

力
を

割
い

て

い

る
。

歴

史
考
証
的
な

研
究
の

多
い

今

日
、

こ

の

よ

う
な

禅
観
の

体
系

的
思
想
的
把
握
の

確

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

か

さ

は
、

や
は

り
著
者
が

哲
学
出

身
な
る

こ

と

を
物

語
っ

て

興
味
ぶ

か

い
。

　
い

ま
正

確
に

比
較
す

る

資
料
は

手
元
に

な
い

が
、

安
藤
俊
雄
博
士

の

業
績
か

ら
ほ

ぼ
似
た

印

象
を

受
け

る
の

は
、

筆
者
だ

け
で

あ
ろ

う
か

。

　
『

次
第
禅
門
』

に

次
い

で

『

方
等
三

昧
行
法
』

に

お

け
る

実
相

論
の

初
期

的
性
格
が

考
察
の

対

象
と

さ

れ
る

。

（

第
二

節
）

　
ま

ず
「

選
述
を
め

ぐ

る

問

題
」

（

第
一

項
）

に

お

い

て
、

内
容
面
か

ら
の

吟
味
と

他
の

方
等
三

昧
関
係

論

書
を

考
究
し

、

『

方
等
三

昧
行
法
』

選

述
の

思

想

的

意
味
（

第
二

項
）

と

そ
の

実
相
論
と

し

て

の

初
期

的
形
態
を
、

実
践
観
と

実
相

観
と
の

両

面
か

ら

追
究

し
て

い

る
。

（

第
三

項
）

　
初
期
実
相
論
の

体
系
を、

『

次
第

禅
門
』

だ

け

に

集
約
せ

ず、

『

方
等
三

昧
行
法
』

を

加
え

て

考
察
し

た
こ

と

は
、

後
述
す
る

よ

う
に

著
者
の

見
識
を

示
し

た

も
の

と

云

え
よ

う
が

、

問

題
点
も
あ
る

だ
け
に

興

味
ぶ

か

い
。

　
以
上
を

以
て

初
期
実
相
論
の

基
本
的
構
格
を

収
束

し
た

の

ち
、

そ
の

変
容

を
論

究
し

た

の

が
、

第
二

章

以
下
で

あ
る

。

　
こ

こ

で

採
り

上
げ
ら

れ
る

の

が、

『

法
華
三

昧
懺

儀
』

（

第
　

節
第
一

項
）

で
、

つ

い

で

『

方
等
懺
法
』

（

第
二

項
）

、

お

よ

び

『

六

妙
法
門
』

が

考

察
の

対

『

天
台
実
相
論
の

研
究
』

（

山
内
）

象
に

な
る

。

こ

れ

ら

三

著
が

、

「

実
践
観
の

上
に

み

ら

れ
る

新
た

な
思

想

的

展

開
」

（

第
一

節
）

と

し
て

吟
味
さ

れ
る

と

共
に

、

そ
の

実
相
観
上
の

世
界
が

解

示
さ

れ
る

。

（

第
三

節
『

法
華
三

昧
懺
儀
』

『

方
等

懺

法
』

『

六

妙
法

門
』

の

表
示

す
る

実
相
』
）

す
な
わ

ち

『

法
華
三

昧
懺
儀
』

の

「

基
本
構
造
」

と

「

実
相
の

把
捉
に

み
る

新
た

な
局
面
」

を

論

じ

（

第
一

項
）

、

さ
ら
に

『

方
等
懺
法
』

に

お

け
る

「

教
学
思
想
の

新

た

な
形

成
へ

の

萠
芽
」

に

及
び

、

さ
い

ご
に

『

六

妙

法
門
』

に

お

け
る

新

た
な
思

想
的
展

開
を

考
察
し

て

い

る
。

　
以
上
は

、

ま
っ

た

く
本
書
の

章
節
を

追
っ

て

の
、

概
説
的
紹
介
に

す

ぎ
な
い

が
、

す
で

に

賢
明

な
る

読

者
は

気
付
か

れ
た

よ

う
に

、

一
、

二

章
と

も
実
践

観

と

実
相
観
の

二

本
立
て

で

整
然
と

所
論
が

展

開
さ

れ

て

い

る

の

は
、

問
題
の

整

理
が

行
き
と
ど

い

て

い

る

ば

か

り

で

な

く
、

著
者
の

智
顎
教
学
に

対
す
る

基
本

的
態
度
が

方
法
論
的
に

明
確

化
さ

れ
て

い

て
、

理

解

を

鮮
明

な
ら

し

め

る
。

本

書
の

す
ぐ
れ
た

特
長
と

い

え
よ

う
。

　
な
お

第
二

章
　
第
二

節
「

実
践
観
の

変
容
を

導
い

た

教
学
的

背
景
」

で
、

「

慧
思
の

実
践
観
の

次

第

観

的
構
造
」

（

第
一

項
）

と
、

「

慧
思
に

お

け
る

顧
覚
の

呈

示
と

智
顎
の

立
場
」

を

考
究
し

て

い

る

の

は
、

第

一

章
　
第
一

節

　
第
三

項
「

初
期
実

相
論
の

体
系
化

を

導
い

た

教
理

的
背
景
」

で
、

『

大

智
度

論
』

と

の

関
係
を

論
じ

、

「

慧
思
教
学
の

及
ぼ

し

た

影

響
」

を

考
察
し

て

い

る

の

に

対

応
す
る
と

い

う
ぺ

く
、

か

か

る

教
学

的
、

教
理
的
背
景
に

至
る

ま
で
、

初
期
と

変

容
期
と

を

整
然
と

対
照

連
関
せ

し

め

て

論
及
し

て

い

る
の

は
、

よ

ほ

ど

問
題
の

整
理
が

明
快
に

な

さ

れ
て

い

る

証
在
と
い

え
よ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

し
て

論

述
は

、

第

三

章
に

至

り
、

「

実
相
論
の

新
た

な
体
系
化
」

に

及
ぶ

。

そ
こ

で

は

『

覚
意
三

昧
』

（

第
→

節
）

、

『

法
界
次
第
初
門
』

（

第

二

節
）

、

『

小
止
観
』

（

第
三

節
）

の

三
書
が

考

察
の

対
象
と

さ

れ
て

、

「

新
た

な
体
系
化
」

へ

の

経

緯
が

詳
究
さ

れ
る

。

　
以

上
を

も
っ

て

コ
ニ

大

部
」

へ

の

形
成
過
程
を
お

わ
り、

第
四

章
の

「

『

三

大
部
』

に

お

け

る

実

相

論

の

構
造
」

に

至

る
わ

け
で

あ
る

が
、

こ

の

第
四

章
を

以
て

本
論
と

す
る
の

が

常
途
の

説
き
方
と

い

う

べ

き

で

あ

ろ
う
が

、

著
者
の

初
め

に

云

え
る

如
く

コ
ニ

大

部
」

へ

の

形
成
過
程
に

こ

そ

重
要
な

関
心
を

有
し

た

も
の

で

あ
れ
ぽ

、

あ
る
い

は

本
書
は

第
三

章
ま

で

に

主
な
る

研
究

課
題
が

含
ま
れ
て

い

る

と
、

云

え
る
の

で

は

な
い

で

あ
ろ

う
か

。

　
そ
こ

で
、

第
三

章
ま
で

を、

一

応
ふ

り
返
っ

て

み

る

と
、

第
一

章
で

、

『

次
第
禅
門
』

と
『

方
等
三

昧
行

法
』

が

採
り

上
げ
ら
れ
て

初
期
実
相
論
の

体
系
が

論

二

四

七
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『

天

台
実
相
論
の

研
究
』

（

山

内
）

究
さ

れ
、

第
二

章
に

お

い

て
、

『

法
華
三

昧
懺
儀
」

、

『

方
等
懺
法
』 、

『

六

妙
法

門
』

が

摘
出

さ

れ
て

、

そ

の

変
容
が

推
究
さ

れ
る

。

第
三

章
で

は
、

『

覚
意
三

昧
』

、

『

法
界

次
第
初
門
』 、

『

小

止
観
』

に

依
っ

て
、

実
相
論
の

新
た

な

体
系
化
が

説
か

れ
て

い

る
。

　

初
期

、

変
容
期

、

新
た

な
体
系
化
の

時
期
を

代
表

す
る

も
の

と

し

て
、

そ
れ
ぞ

れ

選
ば

れ
た

資
料
に

つ

い

て

は、

異

論
の

な

い

と

こ

ろ
で

は

あ
る

が
、

書
誌

学
的
に

確
定

す
る

に

は

多

く
の

困

難
が

予

想

さ

れ

る
。

　
こ

の

方
面
の

研
究
は

、

佐
藤
哲
英
博

士

の

そ

れ

に
、

著
者
は

ほ

と
ん

ど

負
う

て

い

る

如

く
で

あ
る

が
、

佐

藤
博
士

ほ

ど

綿
密
精
緻
な
書
誌
学
的
な
基
礎

的
研
究
は
、

部
分

的
な
ら
と

も
か

く
、

全
体
的
に

は

ほ

と

ん

ど

望
み

得
な
い

と

す
れ
ば

、

そ

れ
は

当
然
の

こ

と
か

も
し

れ
な
い

。

　

思
想
理

解
を

体
系
的
に

得
る

こ

と
に

力
点
を
措
け

ば
、

半
面
歴

史

的
考
証
的
な

研
究
は

第
二

義
的
と

な

る
の

は

不

可

避
で

あ
り

、

こ

の

点
著
者
は

、

ほ

と

ん

ど

原
典
か

ら

の

直
接
引
用
に

終
始
し
て

、

従
来
の

註

疏
に

、

全
く
耳
を

傾
け
て

い

な
い

の

は
、

そ
の

註
記

を

見
れ
ば

瞭
然
と

し
て

い

る
。

　

し

い

て

言
へ

ば、

こ

れ
だ

け
の

資
料
を

扱
っ

て

い

る
の

に
、

そ
こ

に

は
、

大
正

大
学
の

研
究
紀
要
か

ら

の

引
用

も
、

ま
た

叡
山

学
報
か

ら

の

援
用

も

な
い

。

多
少
存
す
る

の

は
、

著
述
を
取

扱
っ

た

箇
所
の

み
と

い

う
こ

と
が

で

き
る

。

　

「

は

し

が

き
」

を

見
る

と
、

本
書
は

著
者
が

東

京

大
学
へ

提
出
し

た

学
位
請
求
論
文
と
の

こ

と
で

あ
る

が
、

こ

の

方
が

す
っ

ぎ
り

し

て

い

て
、

学
問
の

性

格

が

明
快
に

解
る

。

　

私
を

含
め

て

宗
外
か

ら
の

、

ま
た

は

伝
統
的
な

天

台
教

学
の

範
疇
を

離
れ
て

の
、

智
顎
教
学
の

本
格
的

研
究
に

は

多
大
の

制
約
と

困
難
が

伴
う
こ

と
は
、

い

み

じ
く

も

関
口

真
大
博
士
と

佐
藤
哲
英
博
士

と

の

論

争
に

そ

れ
は

鮮
か

に

表
明
さ

れ
て

い

る
。

（

拙
稿
「

五

時
入

教
論

争
の

収
束
」

『

駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第
十
号

参
照
）

　

そ
の

意
味
で

、

著
者
の

如
上
の

研
究
姿
勢
は
、

今

後
に

お

け
る

智
顎
教
学
研

究
へ

の

新
た

な

指
針
を

、

す
く
な

く
と

も
現
時
点
に

お

い

て

提
示
し

た

も
の

と

い

う
べ

く
、

高
く

評
価
さ

れ
て

然

る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

　

と

同
時
に

、

智
顕
教
学
へ

の

直
参
を

以
て

新
た

な

「

天

台
宗
学
」

の

形
成
を
目

指
さ

れ
る

関
口

真
大
博

士

に

と
っ

て

も
、

む
し

ろ
か

か
る

研
究

姿
勢
は
、

非

宗
学
的
で

あ
る
と

否
定
さ

れ
る

反
面

、

あ
る

意
味
で

は

容
許
さ

れ
る

可
能
性
も
出
て

く
る
の

で

は

あ
る

ま

い

か
。

　

内
容
批

判
に

立

ち
入
る

ま
え
に
、

本
書
の

残

り
の

二

四

八

構
成
に

触
れ
て

お

こ

う
。

　
前
記
の

ご

と

く
、

第
四

章
は

「
『

三

大
部
』

に

お

け
る

実
相

論
の

構
造
」

で
、

こ

こ

で

著
者
は

「

円

頓

止

観
の

構
造
」

（

第
一

節
）

を
、

「

正

修
行
の

基
本
的

構
成
」

（

第
一

項
）

、

「

行
の

基
本
的
形

式
と

し

て

の

観
心
」

（

第
二

項
）

、

「

観
心

論
の

実
践
的
正

当
性
の

理

論
的

根
拠
」

、

「

迷
い

と

悟
り

を

導
く

も
の
」

（

第

四

項
） 、

「

観
心

の

体
系
の

基
本
構
造
」

（

第
五
項
）

、

「

観
心

論
の

総
合
と
し

て

の

円

頓
止

観
（

第
六

項
）

、

「

行
位

説
を
め

ぐ
る

問
題
1
そ
の

成
立
を

導
く

思
想

的
要
因

−
」

（

第
七

項
）

の

各
項
に

亘
っ

て

詳

論
し

て

い

る
。

　
上

来
の

行
論
か

ら

す
れ
ぽ

、

著

書
の

い

う

「

実
践

観
」

部
門
が

、

こ

こ

に

集
約

、

解
明
さ

れ
る

こ

と
に

な
る

。

　
第
二

節
が
、

「

円

頓
止
観
の

開
示

す
る

実
相

の

境

の

内
的
構
造
」

で
、

そ
れ
は

「

実
相
表
現
の

諸
形

式
」

（

第
一

項
）

、

「

実
相
の

概
念
的
表

白
」

（

第
二

項
） 、

「

三

諦
説
の

形

成
を

促
し

た

思
想

的
の

契

機
」

（

第

三

項
）

、
「

実
相
論
と

縁
起
の

思
想
」

（

第
四

項
）

、

「

実

相
の

直
接
的
表
白
」

（

第
五

項
）

の

各
項
に

お

い

て
、

上
述
の

「

実
相

観
」

の

集
大
成
が

説
か

れ
る

。

著
者

の

方
法
的
関
心

か

ら
す

れ
ば
当
然

、

第
三
項
に

力
点

が

措
か

れ
て

い

る

と
い

う

べ

く
、

成
実

、

三

論
、

そ

し

て

浄
影
慧
遠
等
と
の

関
係
が

論
究
さ

れ
て

い

る
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Unlverslty

第
五

章
は、

維
摩
経
を

中
心
と

し

た

「

晩
年
の

実

相

論
」

で
、

第
一

節
「

『

維
摩
経
疏
』

に

お

け
る
円

教
の

体
系
」

に

お

い

て
、

そ

の

「

行
の

体
系
」

（

第

一

項
）

と

「

実
相
の

境
界
」

（

第
二

項
）

と

を

追
究

し
、

「
『

維
摩
経

疏
』

の

実
相

論
の

体
系
と
『

三

大
部
』

と
の

関
係
」

）

第
三

項
）

に

論

及
し

て

い

る
。

　
こ

こ

で

も、

第
三

項
が

興
味
あ
る

問
題
を

提
供
し

て

い

て
、

こ

れ
ま
で

多
く
の

論
攷
が

も
の

さ

れ
て

い

る

の

は

周

知
の

と

こ

ろ
で

あ
る

。

　
そ
し

て

ま

た

著
者
の

関
心
が

、

前
述
す
る

よ

う
に

コ
ニ

大

部
」

へ

の

形
成
過
程
の

解
明

に

あ
る

と

す
る

な
ら

ぽ
、

完
整
さ

れ
た

「

三

大

部
」

か

ら

晩

年
の

「

維
摩

経
疏
」

へ

の

移
り

ゆ
ぎ
と
い

う
か

深

化
は、

こ

れ
ま
た

当
然

興
味
の

存
す
る
と
こ

ろ
で

あ

ろ
う
。

　
以
上

、

多
少
内
容
に

触
れ
つ

つ
、

本
書
構
成
の

梗

概
を

忠
実
に

述
べ

た
の

で

あ
る

が
、

読
者
は

そ

れ
に

よ

っ

て

お

お

よ

そ

著
者
の

意
図
と

す
る

と

こ

ろ

と
、

そ
の

ス

ケ

ー

ル

の

大
き
さ
を

理
会
す
る
こ

と

が
で

き

る
で

あ
ろ
う

。

　
以

下
、

よ

り

詳
し

く
内
容

批
判
に

立
ち

入

り
た

い

の

で

あ
る

が
、

紙
幅
の

制
限
も
あ
り

、

で

き
る

だ
け

簡

潔
に

こ

れ
を
述
べ

て

み

た
い

。

　
先
づ

著
者
は
、

「

原
典
の

批
判
的
研
究

を

意

図

す

『

天
台
実
相
論
の

研
究
』

（

山

内
）

る

の

で

は

な
く、

智
顕
の

思
想

形
成
の

跡
を

辿
り

な

が
ら

、

順
次
形

成
さ

れ
て

ゆ
く
実
相
論
の

内
的
構
造

を

探
る

の

が
こ

こ

で

の

主

題
」

で

あ
る

と
い

う

観
点

か

ら
『

禅
門
口

訣
』

等
の

小
品
は

、

思
い

き
り

よ

く

此

等
を
切
り

捨
て
、

「

も
っ

と

も
早
い

時
期
の

も
の

と
し
て

『

次
第
禅
門
』

『

方
等
三

昧
行
法
』

、

つ

ぎ
に

は

『

法
華
三

昧
懺
儀
』

『

六

妙
法
門
』

『

方
等

懺
法
』

の
一

連
の

著
述、

そ
の

つ

ぎ
に

は

『

覚

意

三

昧
』

『

法
界
次

第
初
門
』

『

小
止

観
』

、

あ
と

円
熱
期
の

教

学
思
想
を

伝
え
る

「

三

大
部
」

、

最
後
に

「

維
摩
経

疏
関
係
の
一

連
の

著
述
」

に、

こ

れ
ら
を

整
理
限
定

し
、

従
っ

て

時
代
区
分
も
五

期
に

わ

け
ら

れ
、

そ
の

思
想
的
展
開
が

考
察
さ
れ
る

。

　

従
来
の
、

『

小
止
観
』

を

境
に

、

前
後
に

分
た

れ

る

常
途
の

説
よ

り

も
、

実
に

キ

メ

細
か

く
思
想
発
達

の

段

階
を

そ
こ

に

み

よ

う
と

す
る

著
者
の

意
図
は

、

充

分
達
せ

れ
た
か

た

に

み

え

る
。

　

そ
し

て
、

前
述
の

如
く

、

伝

統
的
な

天

台
教
学
の

説
は

、

一

切
こ

れ
を

排
し

て

忠

実
に

直
接
原
典
に

拠

り
、

あ
く
ま

で

も

自
己
の

樹
て

た

方
法
論
と

「

見
取

図
」

（

本
書
一

七

頁
）

に

随
っ

て
、

行
論
を

す
す
め

て

ゆ
く
。

　

そ
こ

に

は、

い

わ
ゆ

る

智
顎
の

「

実
相

論
」

を、

「

そ

れ
は

つ

ね
に

、

諸
法
の

実
相
目
真
実
相
の

把
握

の

た
め

に

構
想
さ

れ
る
い

わ
ば

行
U
実
践
に

関
す
る

教

説
の

側
面
と、

諸
法
の

実
相
そ

れ
自

体
を

内
容
的

に

直
接
開
陳
す
る

真
理
に

関
す
る

教
理
の

側
面
と
の

両

者
を

合
意
す
る

も
の
」

と

定
義
し

、

さ

ら
に

「

こ

れ
か
ら

試
み
る

行

11
実
践
に

関

す
る

教

理
の

整

理

は
、

禅
で

あ
る

と

か

懺
法
で

あ
る

と
か
、

あ
る

い

は

止

観
と
い

っ

た
、

個
々

の

行
業
の

修
法
上
の

具

体
的

な
形
式

、

方
法

、

い

い

か

え

れ
ば
そ
れ
ら
の

行
業
の

事
相
的
な

作
法
面
の

整
理
を

中
心
の

狙
い

と
し

て

進

め

ら

れ
て

い

る

と

い

う
よ

り

も
、

個
々

の

具

体
的
行

を

支
え

る
、

行
の

い

わ
ば
心

理

的
側
面
i
行
の

修
習

に

あ
た

っ

て

の

心

的
態
度
の

内

面
的
特
質
の

解
明
を

狙
い

と

し

て
」

（

本
書
一

七

頁
）

　
い

る

如
く

、

明

確

な

方
法

論
と

課
題
意
識
の

下
に

、

深
い

洞

察
と

把
握

が
、

智
顎
の

思

想
に

行
わ

れ
る

。

　

哲
学

分
野
か

ら
の

ア

プ

ロ

ー

チ

と
し

て

は
、

か

く

あ
る
べ

き
も
の

で

あ
り、

従
来
の

天

台
教
学
の

も
つ

制
約
を
一

切
無
み

す
る

と

こ

ろ、

爽
快
な

感
す

ら
ゲ

え

ら

れ
る

。

　

教
観
二

門
を
は

じ
め

、

約
部
約
教
等
の

天
台

用
語

が
、

ひ

と
つ

も
出
て

こ

な
い

の

は
、

天
台
教
学
に

無

縁
の

人
々

に

も
、

「

実
相
論
」

の

現
代
的
理

解
を

得

せ

し
め

る

上
で

、

本
書
は

役
立
つ

で

あ
ろ

う
。

　

よ
ほ

ど
、

こ

ち

ら
に

明

確
な
課

題
意
識
と

方
法
論

の

冴
え

が

な
い

限

り
、

従

来
の

天

台
用
語
に

振
り
廻

わ

さ

れ
ず
に

、

「

諸
法
実
相
」

を

自
分
の

身
に

つ

い

二

四
九
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『

天
台
実
相
論
の

研
究
』

（

山

内
）

た

こ

と
ば
で

、

説
き
明

す
こ

と
は

む
つ

か
し
い

。

誰

れ
で

も、

で

き
る

こ

と
で

は

な
い

。

こ

の

点
、

著
者

の

力
量
に

敬
意
を

表
し

た

い
。

　
し

た
が
っ

て
、

本
書
を、

漸
次
・

不
定
・

円
頓
の

三

種
止

観
を

例
に

と

り、

漸

次

止

観

に

「

次
第
禅

門
』

を
配
し

、

不
定
止

観
に

『

六

妙
法
門
』

を

当
て

、

円

頓
止

観
を

『

摩
訶
止

観
』

と

す
る

古
来
の

説
相
を

踏
ま

え
て

、

さ
ら

に

審
細
に

『

次

第

禅

門
』

に

は

『

方
等
三

昧
行
法
』

を

加
え、

『

六

妙

法
門
』

に

は

『

方
等
懺
法
』

と

『

法
華
三

昧
懺
儀
』

を

併
せ

て
、

『

摩
訶
止

観
』

の

前
後
に

、

『

小
止

観
』

と

『

維
摩

経
疏
』

を

按
配
し

た

と
、

安
易
な

従
来
の

天

台

教
学

的
理
解
を

示
し

て

は

な

ら
ぬ

。

　
し
か

し
、

翻
っ

て

考
え
て

み

れ
ば

、

仏
教
教
学
と

い

う

も
の

は
、

い

つ

れ

も
対
機
の

た
め

に

説
か

れ
た

施
設
に

す
ぎ
ぬ

か

ら、

機
根
に

随
っ

て

漸

次
止

観
を

修
す
る

も
、

は

た
不
定

止

観
を

習

す
る

も
、

ま
た

円

頓
止
観
を

行
ず
る

も、

よ

し
と
さ

れ
る

と
こ

ろ
よ

り

三

種
止

観
が

平
列
的
に

説
か

れ
る

こ

と

に

な
る

。

な

に

も
思

想
発
達
の

段

階
が

解
っ

た
か

ら
と


